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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－７－（２）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 15,400 ③ 目標値 － 500 500

 ( R1 ～ ) ② 4,877 ④ 実績値 － 534 －

 [件] 達成率 － 106.8% －

 目標値 56

実績値 66

達成率 117.9%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 12,682 ③ 目標値 1,315 1,315 1,315

 ( H25 ～ ) ② 2,312 ④ 実績値 1,240 1,196 －

 [千㎡] 達成率 94.3% 91.0% －

 目標値 3,700

実績値 3,381

達成率 91.4%

No. 成 果 指 標 達成度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 評価

 ① 3,135 ③ 目標値 1,237 1,263 1,288

 ( H19 ～ ) ② 1,667 ④ 実績値 1,263 1,281 －

 [件] 達成率 102.1% 101.4% －

 目標値 3

実績値 3

達成率 100.0%

おおいたボランティ
ア・NPOセンター支
援件数 Ａ県民生活・男女共同参画課

　NPOの人材育成や活動の支援、活性化を図る
ため、「おおいたボランティア・NPOセン
ター」の運営を委託し、講座、アドバイザー
の派遣や相談対応を実施するとともに、地域
課題の解決に取り組むNPO活動の支援を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

運営アドバイザーの
派遣件数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

ふるさと創生ＮＰＯ活動応援事業 ①おおいたボランティア・NPOセンターの運営
　・運営アドバイザーの派遣：66回
　・運営力向上のための基礎講座等の開催：６回

②おおいた共創基金の運営
　　活動の継続発展のため事務局長等５名を配置
　　（協働コーディネーターとしての役割含む）

③ふるさとの創生を図るNPO活動に対する補助
　　NPOが企業等の多様な主体と協働して行う地域活
　性化や地域課題の解決などのふるさとの創生を図る
　取組を支援：３団体

3,000

　NPOの課題にきめ細かく対応する運営アドバイザーの派遣やス
キルアップ講座等の実施により、NPOの基盤強化が図られた。ま
た、地域課題の解決に取り組むNPO活動に対して補助し、様々な
分野の地域課題を解決することができた。
　引き続きおおいた共創基金と連携し、NPOによる公益活動の活
性化に取り組む。

[件]

助成事業採択NPO数 目標値

(うち国庫支出金)
実績値 3

26,146 23,277
達成率 100.0%(0) (0) [団体]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

クリーンロード支援事業 ①草刈り活動を行う団体に対する活動奨励金
  　交付団体：132団体

②花植え等を行う団体に対する活動奨励金
　　交付団体：35団体

③傷害保険・損害賠償責任保険の加入

409

15,403
達成率 56.9%(0) (0) [人]

3予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

ボランティアが行う
草刈り面積

Ｂ道路保全課

　住民との協働による効果的な道路管理体制
の確立を図るため、草刈りや花植え、清掃な
ど道路環境の美化活動を行うボランティア団
体に対して、活動奨励金及び資材費の一部を
授与する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

美化事業ボランティ
ア活動参加人数

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　ボランティアが行う草刈り面積は、概ね目標を達成する結果
となっており、官民協働による道路の美化を行うことができ
た。
　今後も、効果的な道路維持管理体制の確立に向け、より多く
の団体の参加を促進するための継続的な広報活動（県庁ＨＰへ
の掲載、ラジオスポット放送、市町村への事業紹介依頼等）に
取り組んでいく。

[人]

支援事業ボランティ
ア活動参加人数

目標値 1,300予算額

740
16,000

34
5,842

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

NPO協働推進事業 ①NPOと企業との協働促進
　・企業のNPO現場体験活動：３組
　・CSR活動やボランティア活動セミナーでの発表等

②YouTube動画の作成
　　NPOの活動を紹介するYouTube動画を作成(７本)

③おおいたNPO情報バンクおんぽの管理
　・NPOの概要や活動状況
　・NPOを対象とした助成金、セミナー情報
　・NPOが開催するイベント情報等

846

5,684

[人]

県・市町村との協働
件数

Ａ県民生活・男女共同参画課

　NPO、行政、企業等、多様な主体による地域
課題の解決に向けた協働を推進するため、企
業や行政のNPO現場体験や県民向けの広報など
を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

企業のNPO現場体験活
動の参加企業数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　行政職員を対象としたNPO現場体験研修や企業のNPO現場体験
活動の実施、企業・団体のCSR活動やボランティア活動セミナー
での発表等を通じて、NPO、企業、行政など多様な主体による社
会貢献活動の意見交換等を行い、NPO活動への理解や協働促進が
図られた。
　引き続き研修等を通してNPO、企業、行政等多様な主体による
協働の推進に努める。

[社]

NPO現場体験研修参加
人数

目標値 20予算額 決算額

達成率 170.0%(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

－1－
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和４年度実績【施策コード：Ⅰ－７－（２）】あ

No.

 

 ( H25 ～ )

 

 

(2,477)

　県内で大規模災害が発生した際に、被災地
でボランティアの力が十分に発揮できるよう
にするため、災害ボランティアセンターの機
能強化を図る。

予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

4

災害ボランティアセンター運営支援事業 ①運営スタッフ研修の実施
　　市町村社会福祉協議会及び協力団体等の構成員を対象に災害ボランティアセンターの設置と運
　営に係る研修を実施
②運営リーダー研修の実施
　　災害ボランティアセンターの運営の核となり、外部支援も高レベルで行うことができるリー
　ダーの養成研修を実施
③運営現地研修の実施
　　災害ボランティアセンター運営リーダーの中から受講者を選定し、被災地現地研修を実施

　新型コロナウイルス感染症の影響で運営リーダー研修は集合
型の会議とオンラインを併用するハイブリッド形式となった
が、市町村社会福祉協議会などによる運営スタッフ研修は各地
で集合型で実施し、実践的な研修を行うことができた。
　引き続き関係機関と連携して災害ボランティアセンターの機
能強化を図る。

県民生活・男女共同参画課

(うち国庫支出金)

5,294 5,255

(0)

－2－


